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コムギに対するタチガレン剤の雪害防止効果
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Effectof3Hydroxy－5－Methy1－1soxazoletoSnow DamageofWheat
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1　は　し　が　き

近年，青森県では多雪年次が続き小麦の作柄は極めて不

安定となっている。そのため，雪害防止に関する研究を行

っているが，既に水稲や野菜において多くの作用性を有し

ているタチガレン剤（ヒドロキシイソキサゾール）をとり

あげ，その雪害防止効果について昭和57年から4か年間検

討したので紹介する。

2　試　験　方　法

（1）試験場所：青森農試本場（青森県黒石市）

（2）圃場及び土壌条件：普通畑，黒色土壌壌土腐植型

（3）耕種概要

1）供試品種：キタカミコムギ

義1　試験区構成

2）播種期：9月21日（57年，59年，60年），9月24

日（58年）

3）播種様式と播種量：ドリル播き，粂間30cm，1．0線／β

4）施肥呈二窒素0．5＋0．4，燐酸1．6，加里1．2（毎／カ）

（4）試験区構成：表1のとおり

（5）処理方法

①　タチガレン液剤については所定の重度に稀釈し，

ジョーロにて，所定の時期及び所定量を茎彙上部へ

癌注した。

②　タチガレン粉剤については所定量を播種前に土壌

混和する方法と種子粉衣による方法を，タチガレンエ

ースについては後者の方法によった。

③　雪腐病防除薬剤については表1の試験区構成に示

すとおり散布を行った。

播 種 年 次 区　 番 薬　　 剤　　 名
処 理 時 期

（月 ・日）
処 理 濃　 度 量 処 理 数 面 積 ・区制

昭 5 7

Ⅰ タ チ ガ レ ン 液 剤 11．3 0 25 0倍 1ヱ／局 1 1 区 13．2 7ガ

Ⅱ 〝
1 1．10
1 1．3 0

5 0 0 倍 1 ヱ／撼 2 2 区 制

Ⅲ 無　　 処　　 理 － －

昭 58

Ⅰ タ チ ガ レ ン 液 剤 12． 8 2 5 0倍 1 ヱ／／／械 1 1 区 16 戒

Ⅱ 〝 〝 5 00 倍 1 ヱ／局 1 2 区 制

Ⅲ 無　　 処　　 理 － － －

昭 59

Ⅰ タ チ ガ レ ン 粉 剤 9．19 9 g／冠 1 1 区 4 扉

皿 タ チ ガ レ ン 液 剤 10．2 9 2 5 0倍 l A ／／／㌶ 1 4 区 制

Ⅲ 〝 5 0 0倍 1 ヱ／／届 1

Ⅳ ′／ 1 1．2 9 2 50 倍 1 ヱ／／／七g 1

Ⅴ 〝 〝 5 0 0 倍 1 ∽ 1

Ⅵ パ シ タ ック水 和 剤 1 1．2 9 1，0 0 0 倍 0，15 ヱ／／／㍍ 1

Ⅶ

Ⅶ

パ シタ ック水 和 剤

トップ ジ ン水 和 剤
無　 処　 理

〝
描 糟 0・15 ∽ 1

昭 6 0

Ⅰ タ チ ガ レ ン 粉 剤 9，2 1
種 子量 0．5 ％
種 子粉 衣 1 1 区 4 町だ

Ⅱ タチ ガ レンエ ース 1 2 区 制

Ⅲ タ チ ガ レ ン 液 剤 1 1．28 1 25 倍 0 ．5 ∽ 1

ⅠⅤ 〝 2 5 0 倍 1 ∽ 1

V Jy 〝 5 0 0 倍 1 ∽ 1

Ⅵ 無　　 処　　 理 － －
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3　試験結果と考察

試験年次の根雪期間と津軽地域における雪害面積率を表

Zに示した。播種年次昭和58年と59年の両年は根雪期間が

130日を越え．特に昭和58年は津軽地域における被害面積

率が95．7％に達し，過去に例のない記録的な豪雪年であっ

た。

この豪雪年において検討した越冬前後の生育調査結果を

衰3に示した。タチガレン液剤の処理区は無処理区に比較

して．越冬後のポ当たり茎数，根長及び根数などがまさり

褐変根数も少なかった。特に処理濃度250倍区の越冬茎歩
合は500倍区より大きく上回った。

図1に播種年次別・処理別収量と雪腐病発病皮を示した。

昭和57年は表2に示すとおり雪害が少なく，この年次にお

ける結果では，タチガレン液剤処理区と無処理区との収量

差が小さく，本剤の雪害防止効果は十分認められなかった。

しかし，昭和58年の結果では表3からも明らかのように雪

腐病発病度（褐色小粒菌核病）が高く，越冬茎歩合の低い

無処理区が5秒／α以下と極めて少収であったのに対し処

裏4　収量調査

義2　根雪期間と津軽地域における被害面積率

播 種 初　 日 終　 日 根 雪期 間 津 軽 地 域 にお け る
年 次 （月・日） （月・日） （日） 被 害 面 積率 （％）

昭57 12．3 1 3．29 89 5．9
昭 5 8 11．2 6 4．13 1 40 9 5．7
昭 59 12 ．15 4． 2 10 9 2 4．2
昭 6 0 11．2 5 4． 5 13 2 b 4．5
平 年 12．14 3．2 6 10 3 －

注．平年値：昭26、55年の30か年平均

轟3　越冬前後の生育調査　（播種年次昭58）

項
目

区

越冬前生育（11月26日） 越冬直後生育 （4月 16 日）

草

丈

彙

数

茎

数

茎

数

越歩

冬

茎合

横

長

根

数

左褐

の悉

内数

番 （cm） （枚） ←㌔ 十←七 十 （％） （cm） 庵 ）←≠

Ⅰ 14．5 6．1 8 81 356 40．4 15．0 10．4 3．6
Ⅱ 14．8 6．0 881 120 13．6 11．4 9．6 3．0
Ⅲ 13．3 5．7 843 36 4．3 7．0 6．4 5．8
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図1播種年次別・処理別収量と雪腐病発病度

（播種年次　昭59）

詔 ♂当 た り （晦 ・％ ） ＊雪 腐 病
発 病 度
（％）全　 垂 ＊収　 量 対　 比

Ⅰ 18 2．9 6 4．7 a 12 1 50．O b
Ⅱ 18 5．5 6 4．4 a 1 2 1 4 5．8 b
皿 17 3．3 5 7．2 b c 10 7 4 3．5 b
Ⅳ 20 3．6 6 6．6 a 12 5 2 5．O a
Ⅴ 17 5．3 5 8．9 b 1 1 1 2 5．3 a

Ⅵ 15 6．9 5 2．8 C 9 9 4 6．5 b
Ⅶ 16 3．1 5 6．1 b c 10 5 6 1．2 C
Ⅶ 15 5．3 5 3．3 C 1 0 0 43．4 b

注．＊：DUNCANによる多重検定結果，同一英小文字
間には5％で有意差がないことを示す。

理濃度250倍区は37噌／♂台の高収量を確保し，本剤処理

による雪害防止効果が顧著に認められた。

表4に，タチガレン粉剤と小麦対象の雪腐病防除剤2薬

剤を加え検討した結果を示した。この年次は根雪期間が

109日と雪害状況も平年に類似したものと判断されるが．

ここでは同一薬剤のタチガレン粉剤を土壌混和処理した区

とタチガレン液剤を10月下旬に処理した区の両区とも，タ

チガレン液剤を11月下旬に処理した区に比べ雪腐病発病度

が20％程度高く剤型や処理法による差がみられた。一方，

雪
疇
病
発
病
度
（
l
）

比較の雪腐病防除剤の越冬前処理区は防除効果が判然とせ

ヂ，根雪直前の散布でなければその防除効果が期待できな

いものと思われた。

また，図1に示すように，タチガレン液剤の処理濃度を

増すことにより雪腐病発病度は低く抑えられ，その結果収

量は大きく向上した。処理濃度別では250倍区，処理時期

では11月下旬処理区が安定した雪害防止効果がみられた。

これまでの試験結果から，雪腐病発病度と収量との間に

は高い負の相関が認められるが，表4に示すように，タチ

ガレン剤処理区において必ずしも雪腐病発病皮を低く抑え

ていなくとも増収効果がみられ，この点からタチガレン剤

には雪腐病防除効果のはか，耐低温性を付与させるような

作用性を有するのではないかと推察される。

4　ま　　と　　め

昭和57年から小麦の雪害防止に関する研究において，タ

チガレン液剤を用いて検討したところ，本剤の雪害防止効

果は根雪期間が長い年次はど顕著に現れ，増収効果も著し

かった。処理法として処理濃度は250倍，処理時期は11月

下旬，饉注量はポ当たり1且の1回処理で十分であり，こ

の処理法により雪腐褐色小粒函核病の発生を低く抑え，枯

死株も減少し，安定した雪害防止効果を示した。
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